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専攻

科目名：　

　単　　位
 (卒業要件）
必修／選択

テスト： 50 ％ レポート： 40 ％ 発表： ％ 実技試験： ％ その他： 10 ％

学習に必要な
時間（分）

【予習】30分
【復習】30分
【予習】30分
【復習】30分
【予習】30分
【復習】30分
【予習】30分
【復習】30分
【予習】30分
【復習】30分
【予習】30分
【復習】30分
【予習】30分
【復習】30分
【予習】30分
【復習】30分
【予習】30分
【復習】30分
【予習】30分
【復習】30分
【予習】30分
【復習】30分
【予習】30分
【復習】30分
【予習】30分
【復習】30分
【予習】30分
【復習】30分
【予習】30分
【復習】30分

社会福祉学科 社会福祉

科目の区分 備考

社会福祉援助技術論Ⅲ 担当教員　氏名：　 鷹西　恒

社会福祉士国家試験基礎受験資格（必修）
２

  開講時期（年次・期）

１年次 専門科目 選択後期

授業方法

講義

　　１． ２． ６． ８． ９

利用者支援のための理論と知識を総合的に理解することができる

学習教育目標
（卒業認定・学位授与の方針との関連）

Ａ　知識・理解力

授業科目の学習教育目標の概要：

　人権尊重、権利擁護、当事者主体、ノーマライゼーション理念、自立生活、 地域生活
といった基本理念を踏まえつつ、ソーシャルワークの実践技法について考察する。ま
た、ソーシャルワーク理論の理解や、様々な実践モデルの意義について学ぶことを目
標とする。

キーワード

ソーシャルワーク　利用者主体　権利擁護

授業における学修の到達目標
自己形成を進める行動目標
（福短マトリックスで示される番号）

②ソーシャルワーク技術の活用と意義

③ソーシャルワークの構造と機能

①現代社会とソーシャルワーク実践
【事前】①当該ページを読む
【事後】授業の復習

【事前】②当該ページを読む
【事後】授業の復習

【事前】③当該ページを読む
【事後】授業の復習

ﾃｽﾄ・ﾚﾎﾟｰﾄ・発表・実技試験等の実施時期：講義の中間・後半にまとめと振り返りを予定している。

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法：レポート返却時のコメント、eメール等によってアドバイスを行う

授　業　計　画　
学習内容

準備学習（予習・復習等）

【事前】⑨当該ページを読む
【事後】授業の復習

⑧ソーシャルワーク事例検討③　目標設定・支援計画の作成と実施

④援助関係と援助

⑨ソーシャルワーク事例検討④　モニタリング～再アセスメント～終結

⑦ソーシャルワーク事例検討②　アセスメント

【事前】④当該ページを読む
【事後】授業の復習

【事前】⑤当該ページを読む
【事後】授業の復習

【事前】⑥当該ページを読む
【事後】授業の復習

【事前】⑦当該ページを読む
【事後】授業の復習

【事前】⑧当該ページを読む
【事後】授業の復習

⑤援助関係の質と自己覚知

⑥ソーシャルワーク事例検討①　ケース発見

受講上の留意点（担当者からのメッセージ）：事前・事後学習において、テキストだけでなく、参考文献や授業で紹介した本、論文等
にも目を通して考察を行ってください。

⑬ネットワークの活用　他職種との連携　ケア会議の方法等をグループで学ぶ

⑭相談援助のための交渉の技術

⑮まとめ

使用テキスト：新・社会福祉士養成講座 7
「相談援助の理論と方法I」　社会福祉士養成講座編集委員会＝編集
中央法規出版　　　　　ISBN:978-4-8058-5103-6

その他参考文献など：　ソーシャルワーク論　空閑浩人
ミネルヴァ書房

【事前】テキスト全体、資料の確認
【事後】授業の復習

【事前】⑭当該ページを読む
【事後】授業の復習

【事前】⑬当該ページを読む
【事後】授業の復習

Ｇ　倫理観

課題解決型学習 ディスカッション、ディベート グループワーク プレゼンテーション

特記事項：その他とは、授業へのとり組み状況、態度のことである。

アクティブラーニング要素：

実習、フィールドワーク

実務経験を用いてどのよ
うな授業を行っているか：

社会福祉士、精神保健福祉士等の資格を有した教員が、相談等の実務経験を生かして授業を行う

【事前】⑫当該ページを読む
【事後】授業の復習

【事前】⑪当該ページを読む
【事後】授業の復習

⑫集団を活用した援助　グループワークなど

⑩相談援助のための面接の技術

⑪記録の技法

【事前】⑩当該ページを読む
【事後】授業の復習

利用者をアセスメントしたり支援計画作成の技術等を身につけることができる

疾病、障害から生活レベルを想定することで支援の論理性を培うことができる

理論や実践を理解することで問題を解決する力を身につけることができる

Ｂ　専門的技術

Ｃ　論理的思考力

Ｄ　問題解決力

援助に必要な倫理について考察することができる

成績評価の方法・基準：　以下の方法により評価し、学則および履修要項に従い、60点以上を単位認定とする


